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税 理 士 法 人

ク ラ ウ ド 活 用 に よ る 仕 事 の 『 質 』 改 革

■ 札 幌 市 中 央 区 南 1 条 西 4 丁 目 5 番 地 1 　 大 手 町 ビ ル 8 階

■ 代 表 者 ： 代 表 社 員 　 前 島 治 基

■ 設 　 　 立 ： 平 成 2 2 年 1 2 月

■ 従 業 員 数 ： 1 2 名

■ 事 業 内 容 ： フ ァ イ ナ ン ス 支 援 、 生 産 性 Ｕ Ｐ 支 援 、

　 　 　 　 　 　 Ｉ Ｔ 会 計 監 査 、 財 務 モ ニ タ リ ン グ 、

　 　 　 　 　 　 単 年 度 経 営 計 画 策 定 支 援 ほ か

■ Ｕ Ｒ Ｌ ： htt p ： / / w w w. s a p p or o-t a x- a c c o u nt a nt. c o m

税 理 士 法 人 N ort h Br ai n
ノ ー ス ブ レ ー ン

事 例

顧 客 の 会 計 代 行 業 務 の 合 理 化 ・ 迅 速 化

に よ り 決 算 ・ 確 定 申 告 業 務 を 効 率 化 、

「 事 務 代 行 」 か ら 「 経 営 へ の 助 言 」 へ と

業 務 の 『 質 』 改 革 を 実 現 ！ ！

・ ク ラ イ ア ン ト と の 情 報 共 有
・ 経 営 支 援 に あ て る 時 間 の 確 保
・ 職 員 の 特 性 に 応 じ た 仕 事 の 割

り 振 り

ビ ジ ネ ス 上 の 「 課 題 」

・ 仕 訳 作 業 の 自 動 化
・ ク ラ イ ア ン ト と 会 計 情 報 を 共 有
・ Ｉ Ｔ の 駆 使

無 駄 な 「 作 業 」 を 減 ら し て 「 ア ド バ イ ス 」 時 間 を 増 や す ！ ！ 

ビ ジ ネ ス 上 の 「 狙 い 」

同 法 人 の ク ラ イ ア ン ト は 、 ク ラ ウ ド 型 会 計 シ ス テ ム を 利 用

す る 前 は 、 独 立 し た 会 計 シ ス テ ム （ イ ン ス ト ー ル 版 ） を 利 用

し て い た た め 、 同 法 人 と の 間 で 会 計 情 報 の 共 有 が で き な か っ

た 。 そ の た め 、 職 員 が ク ラ イ ア ン ト を 訪 問 し た 際 は 、 最 初 の

１ ～ ２ 時 間 は 月 次 の 締 め 作 業 に 時 間 が か か り 、 経 営 支 援 に あ

て る 時 間 を 多 く 取 れ ず に い た 。

そ こ で 、 低 生 産 性 の 原 因 で あ る ム ダ な 「 作 業 」 を 圧 縮 し 、

ク ラ イ ア ン ト へ の 「 ア ド バ イ ス 」 時 間 を 増 や す こ と 、「 職 員 個 々

人 の 特 性 に 応 じ た 仕 事 の 割 り 振 り （ 分 業 化 ） 」 を 実 行 す る た め

に 、 自 社 と ク ラ イ ア ン ト 双 方 の Ｉ Ｔ 化 を 推 進 し 、 顧 客 向 け 作

業 の 分 業 化 を 進 め た 。

さ ら に Ｉ Ｔ 技 術 の 活 用 で 作 業 を 減 ら し 、 ク ラ イ ア ン ト が 求

め る ア ド バ イ ス の 時 間 を 増 や す た め 「 潜 在 的 生 産 性 」 を 向 上

さ せ る 必 要 が あ っ た 。

意 欲 に 燃 え る 経 営 者 を 応 援 し た い ！ ！ 

同 法 人 は 、 ク ラ イ ア ン ト の 中 小 企 業 経 営 者 の 悩 み を 解 決 す

る に は 、 生 産 性 を 向 上 し 、 低 生 産 性 の 原 因 と な っ て い る 「 現 金 」

「 紙 」「 情 報 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 」 を 解 消 し 、 従 業 員 の 精 神 的 ・

金 銭 的 な 充 足 感 を 高 め 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を ア ッ プ さ せ る 必 要

が あ る と 考 え た 。

そ こ で 、 前 島 代 表 は 、 労 働 生 産 性 向 上 の 具 体 的 な 手 法 と し て 、

自 所 と ク ラ イ ア ン ト の 両 者 で ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 活 用 し 、 仕

訳 入 力 の 自 動 化 、 会 計 情 報 の 共 有 化 に 取 り 組 む こ と と し た 。

一 例 と し て 、 ク ラ イ ア ン ト の 確 定 申 告 支 援 業 務 で は 、 領 収 書

の ス キ ャ ン デ ー タ （ Ｏ Ｃ Ｒ 読 み 取 り → Ａ Ｉ 識 別 → 人 が 補 完 ） を

海 外 へ 送 り 、 海 外 で 会 計 デ ー タ に 変 換 し た 後 、 翌 日 に 会 計 シ

ス テ ム に 取 り 込 む こ と で 、 仕 訳 デ ー タ を 入 力 す る 作 業 を 削 減

し た 。 ま た 、 事 務 所 内 で も Ｉ Ｔ を 活 用 し て 、 シ ン プ ル か つ ス ム ー

ズ な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 ス ケ ジ ュ ー ル 等 の 共 有 を 進 め た 。

そ の 他 に も 、 名 刺 管 理 サ ー ビ ス や 勤 怠 管 理 サ ー ビ ス な ど ク

ラ ウ ド を 駆 使 し 、 生 産 性 向 上 に 取 り 組 ん で い る 。

ク ラ イ ア ン ト 企 業 の 稼 ぐ 力 を
サ ポ ー ト す る ！ ！

Ｉ Ｔ 化 の 推 進 な く し て
生 産 性 の 向 上 は あ り 得
な い ！ ！

　 税 理 士 法 人 N o r t h B r ai n は 、 ク ラ ウ ド 型 会 計 シ ス テ ム を は

じ め と す る 先 進 的 な Ｉ Ｔ シ ス テ ム を 活 用 し 、 自 所 だ け で な く

ク ラ イ ア ン ト に 対 し て Ｉ Ｔ 活 用 に よ る 「 省 力 化 」 「 見 え る 化 」

の 普 及 を 推 進 し て い る ほ か 、 将 来 像 を 数 値 で 見 え る 化 す る 「 未

来 会 計 」 を 提 唱 し て い る 。

　 ま た 、 平 成 2 3 年 1 月 に 同 じ フ ロ ア 内 に 入 居 す る 弁 護 士 事 務

所 、 司 法 書 士 事 務 所 、 社 会 保 険 労 務 士 事 務 所 と 連 携 し て 、 法

律 問 題 を 一 カ 所 で 対 応 可 能 な ワ ン ス ト ッ プ ・ サ ー ビ ス を 開 始

し た 。 2 4 年 1 0 月 に は 「 経 営 革 新 等 支 援 機 関 」 に も 認 定 さ れ 、

ク ラ イ ア ン ト の 経 営 革 新 に 取 り 組 ん で い る 。

・ タ イ ム リ ー な 会 計 デ ー タ の 共 有 化
・ ム ダ な 会 議 の 削 減
・ 自 所 お よ び 顧 客 の 業 務 効 率 改 善

ビ ジ ネ ス 上 の 「 効 果 」

「 事 務 代 行 」 か ら 「 経 営 へ の 助 言 」 へ 業 務 の 質 を 改 革 ! !

同 法 人 は 、 ク ラ イ ア ン ト と の 会 計 情 報 の や り 取 り に ク ラ ウ

ド シ ス テ ム （ Ｍ Ｆ 会 計 ） を 導 入 し た こ と で 、 ク ラ イ ア ン ト と

の 間 で タ イ ム リ ー な 会 計 デ ー タ の 共 有 化 を 実 現 し た 。 そ の た

め 、 シ ス テ ム 導 入 前 に か か っ て い た 締 め 作 業 の 時 間 が な く な

り 、 今 は 訪 問 し て す ぐ に 経 営 指 導 を 行 え る よ う に な り 、 繁 忙

期 の 作 業 時 間 を 3 分 の 2 に 削 減 で き た 。 ま た 、 C h a t w o r k （ ビ

ジ ネ ス 版 チ ャ ッ ト ツ ー ル ） の 活 用 に よ り 無 駄 な 会 議 を 削 減 し 、

外 出 先 で も 顧 客 と の や り 取 り を ス マ ー ト フ ォ ン で 確 認 で き る

ほ か 、 情 報 を 全 員 に 周 知 徹 底 で き る よ う に な っ た 。

こ の よ う に 、 同 法 人 は 多 様 な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 併 用 し 、

自 ら の 業 務 効 率 化 を 図 る と 同 時 に 、 顧 客 の 経 理 業 務 効 率 化 を

促 進 す べ く 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 導 入 支 援 を 行 い 、 「 事 務 代 行 」

か ら 「 経 営 へ の 助 言 」 へ と 業 務 の 質 的 改 革 を 推 進 し 続 け て い っ

た 。

IＴ コ ー デ ィ ネ ー タ か ら 一 言

複 数 の ク ラ ウ ド シ ス テ ム を 活 用 す る と と も に 、 顧 客 の Ｉ Ｔ シ ス テ ム 導 入 ・ 活 用 を 支 援 す る こ と で 、 自 社 だ け で な く 「 双 方 の 業

務 効 率 化 」 を 推 進 し て い る 事 例 で す 。

近 年 、 さ ま ざ ま な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス が 連 携 可 能 と な り 、 複 数 の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 間 で デ ー タ を 移 し 替 え る 手 間 が 省 け る よ う

に な り 業 務 効 率 が 向 上 し て き ま し た 。 今 後 も ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 活 用 範 囲 拡 大 が 期 待 で き ま す 。

当 所 は 、 ク ラ イ ア ン ト 企 業 の 「 稼 ぐ 力 」 を サ ポ ー ト す る こ と 、 す な わ ち

永 続 的 な 増 収 増 益 を 実 現 し て い た だ く こ と を 使 命 と 認 識 し て い ま す 。 ま

た 、 当 所 の サ ー ビ ス は 、 最 新 ツ ー ル の 活 用 に よ る 「 双 方 の 業 務 効 率 化 」 お よ び 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の 円 滑 化 」 を 前 提 と し て 成 り 立 つ も の で す の で 、 各 種 ク ラ ウ ド 型 シ ス テ ム の 導 入 は 必 須 と 考 え て

い ま す 。

税 理 士 業 務 は 法 改 正 に も 即 座 に 対 応 し な け れ ば い け ま せ ん が 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス は シ ス テ ム の 変

更 を サ ー ビ ス ベ ン ダ ー が 行 う の で 、 基 本 的 に メ ン テ ナ ン ス 不 要 で あ る 点 が 魅 力 の 一 つ で す 。 当 所

は 多 様 な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 導 入 す る こ と で 業 務 効 率 化 に 成 功 し 、 空 い た 時 間 で 顧 客 へ よ り 有 効

な 時 間 を か け る こ と が で き る よ う に な り ま し た 。

潜 在 的 生 産 性 向 上 を 実 現
し 、 繁 忙 期 の 作 業 時 間 を
３ 分 の ２ に 削 減 ！ ！

〈 生 産 性 向 上 を 阻 む 「 三 大 悪 」 を 根 絶 〉

領 収 書 を 書 く

手 間 が 掛 か る

保 管 場 所 が 必 要 で 、 デ ー

タ を 探 す 手 間 も 掛 か る

情 報 の 属 人 化 に よ り

活 用 が 阻 害 さ れ る

〈 導 入 し た 主 な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 〉

現 金

紙

情  報  の  ブ  ラ ッ ク ボ ッ ク ス  化

情 報
改 善 後

導 入 企 業 の 声

前 島 代 表

・ 仕 訳 入 力 の 自 動 化

・ 会 計 デ ー タ 共 有 化

・ ＬＩ Ｎ Ｅ の ビ ジ ネ ス 版

・ 無 駄 な 会 議 の 削 減

・ シ ン プ ル か つ ス ム ー ズ

　  な  コ  ミ ュ ニ  ケ  ー  シ ョ ン

・ ス ケ ジ ュ ー ル の 共 有

・ T o D o の 管 理 ・ 共 有

・ 顧 客 別 生 産 性 の 把 握

・ 業 務 報 告 の 共 有

・ 立 替 清 算
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ス テ ム に 取 り 込 む こ と で 、 仕 訳 デ ー タ を 入 力 す る 作 業 を 削 減

し た 。 ま た 、 事 務 所 内 で も Ｉ Ｔ を 活 用 し て 、 シ ン プ ル か つ ス ム ー

ズ な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 ス ケ ジ ュ ー ル 等 の 共 有 を 進 め た 。

そ の 他 に も 、 名 刺 管 理 サ ー ビ ス や 勤 怠 管 理 サ ー ビ ス な ど ク

ラ ウ ド を 駆 使 し 、 生 産 性 向 上 に 取 り 組 ん で い る 。

ク ラ イ ア ン ト 企 業 の 稼 ぐ 力 を
サ ポ ー ト す る ！ ！

Ｉ Ｔ 化 の 推 進 な く し て
生 産 性 の 向 上 は あ り 得
な い ！ ！

　 税 理 士 法 人 N o r t h B r ai n は 、 ク ラ ウ ド 型 会 計 シ ス テ ム を は

じ め と す る 先 進 的 な Ｉ Ｔ シ ス テ ム を 活 用 し 、 自 所 だ け で な く

ク ラ イ ア ン ト に 対 し て Ｉ Ｔ 活 用 に よ る 「 省 力 化 」 「 見 え る 化 」

の 普 及 を 推 進 し て い る ほ か 、 将 来 像 を 数 値 で 見 え る 化 す る 「 未

来 会 計 」 を 提 唱 し て い る 。

　 ま た 、 平 成 2 3 年 1 月 に 同 じ フ ロ ア 内 に 入 居 す る 弁 護 士 事 務

所 、 司 法 書 士 事 務 所 、 社 会 保 険 労 務 士 事 務 所 と 連 携 し て 、 法

律 問 題 を 一 カ 所 で 対 応 可 能 な ワ ン ス ト ッ プ ・ サ ー ビ ス を 開 始

し た 。 2 4 年 1 0 月 に は 「 経 営 革 新 等 支 援 機 関 」 に も 認 定 さ れ 、

ク ラ イ ア ン ト の 経 営 革 新 に 取 り 組 ん で い る 。

・ タ イ ム リ ー な 会 計 デ ー タ の 共 有 化
・ ム ダ な 会 議 の 削 減
・ 自 所 お よ び 顧 客 の 業 務 効 率 改 善

ビ ジ ネ ス 上 の 「 効 果 」

「 事 務 代 行 」 か ら 「 経 営 へ の 助 言 」 へ 業 務 の 質 を 改 革 ! !

同 法 人 は 、 ク ラ イ ア ン ト と の 会 計 情 報 の や り 取 り に ク ラ ウ

ド シ ス テ ム （ Ｍ Ｆ 会 計 ） を 導 入 し た こ と で 、 ク ラ イ ア ン ト と

の 間 で タ イ ム リ ー な 会 計 デ ー タ の 共 有 化 を 実 現 し た 。 そ の た

め 、 シ ス テ ム 導 入 前 に か か っ て い た 締 め 作 業 の 時 間 が な く な

り 、 今 は 訪 問 し て す ぐ に 経 営 指 導 を 行 え る よ う に な り 、 繁 忙

期 の 作 業 時 間 を 3 分 の 2 に 削 減 で き た 。 ま た 、 C h a t w o r k （ ビ

ジ ネ ス 版 チ ャ ッ ト ツ ー ル ） の 活 用 に よ り 無 駄 な 会 議 を 削 減 し 、

外 出 先 で も 顧 客 と の や り 取 り を ス マ ー ト フ ォ ン で 確 認 で き る

ほ か 、 情 報 を 全 員 に 周 知 徹 底 で き る よ う に な っ た 。

こ の よ う に 、 同 法 人 は 多 様 な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 併 用 し 、

自 ら の 業 務 効 率 化 を 図 る と 同 時 に 、 顧 客 の 経 理 業 務 効 率 化 を

促 進 す べ く 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 導 入 支 援 を 行 い 、 「 事 務 代 行 」

か ら 「 経 営 へ の 助 言 」 へ と 業 務 の 質 的 改 革 を 推 進 し 続 け て い っ

た 。

IＴ コ ー デ ィ ネ ー タ か ら 一 言

複 数 の ク ラ ウ ド シ ス テ ム を 活 用 す る と と も に 、 顧 客 の Ｉ Ｔ シ ス テ ム 導 入 ・ 活 用 を 支 援 す る こ と で 、 自 社 だ け で な く 「 双 方 の 業

務 効 率 化 」 を 推 進 し て い る 事 例 で す 。

近 年 、 さ ま ざ ま な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス が 連 携 可 能 と な り 、 複 数 の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 間 で デ ー タ を 移 し 替 え る 手 間 が 省 け る よ う

に な り 業 務 効 率 が 向 上 し て き ま し た 。 今 後 も ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 活 用 範 囲 拡 大 が 期 待 で き ま す 。

当 所 は 、 ク ラ イ ア ン ト 企 業 の 「 稼 ぐ 力 」 を サ ポ ー ト す る こ と 、 す な わ ち

永 続 的 な 増 収 増 益 を 実 現 し て い た だ く こ と を 使 命 と 認 識 し て い ま す 。 ま

た 、 当 所 の サ ー ビ ス は 、 最 新 ツ ー ル の 活 用 に よ る 「 双 方 の 業 務 効 率 化 」 お よ び 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の 円 滑 化 」 を 前 提 と し て 成 り 立 つ も の で す の で 、 各 種 ク ラ ウ ド 型 シ ス テ ム の 導 入 は 必 須 と 考 え て

い ま す 。

税 理 士 業 務 は 法 改 正 に も 即 座 に 対 応 し な け れ ば い け ま せ ん が 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス は シ ス テ ム の 変

更 を サ ー ビ ス ベ ン ダ ー が 行 う の で 、 基 本 的 に メ ン テ ナ ン ス 不 要 で あ る 点 が 魅 力 の 一 つ で す 。 当 所

は 多 様 な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 導 入 す る こ と で 業 務 効 率 化 に 成 功 し 、 空 い た 時 間 で 顧 客 へ よ り 有 効

な 時 間 を か け る こ と が で き る よ う に な り ま し た 。

潜 在 的 生 産 性 向 上 を 実 現
し 、 繁 忙 期 の 作 業 時 間 を
３ 分 の ２ に 削 減 ！ ！

〈 生 産 性 向 上 を 阻 む 「 三 大 悪 」 を 根 絶 〉

領 収 書 を 書 く

手 間 が 掛 か る

保 管 場 所 が 必 要 で 、 デ ー

タ を 探 す 手 間 も 掛 か る

情 報 の 属 人 化 に よ り

活 用 が 阻 害 さ れ る

〈 導 入 し た 主 な ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 〉

現 金

紙

情  報  の  ブ  ラ ッ ク ボ ッ ク ス  化

情 報
改 善 後

導 入 企 業 の 声

前 島 代 表

・ 仕 訳 入 力 の 自 動 化

・ 会 計 デ ー タ 共 有 化

・ ＬＩ Ｎ Ｅ の ビ ジ ネ ス 版

・ 無 駄 な 会 議 の 削 減

・ シ ン プ ル か つ ス ム ー ズ

　  な  コ  ミ ュ ニ  ケ  ー  シ ョ ン

・ ス ケ ジ ュ ー ル の 共 有

・ T o D o の 管 理 ・ 共 有

・ 顧 客 別 生 産 性 の 把 握

・ 業 務 報 告 の 共 有

・ 立 替 清 算
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